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(百万円未満、小数点第１位未満は切捨て)

１．平成29年３月期第１四半期の連結業績（平成28年４月１日～平成28年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年３月期第１四半期 26,331 △9.1 6,491 7.2 5,711 12.0

28年３月期第１四半期 28,983 13.8 6,053 30.5 5,099 31.3
(注) 包括利益 29年３月期第１四半期 10,625百万円( 150.5％) 28年３月期第１四半期 4,240百万円(△65.9％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益

円 銭 円 銭

29年３月期第１四半期 20.73 17.32

28年３月期第１四半期 19.14 16.54
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

29年３月期第１四半期 5,614,028 261,036 4.5

28年３月期 5,406,626 258,005 4.6
(参考) 自己資本 29年３月期第１四半期 257,800百万円 28年３月期 249,740百万円
　

(注)「自己資本比率」は、((四半期)期末純資産の部合計－(四半期)期末新株予約権－(四半期)期末非支配株主持分)を
(四半期)期末資産の部の合計で除して算出しております。
　

なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。
　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年３月期 － 7.50 － 7.50 15.00

29年３月期 －

29年３月期(予想) 7.50 － 7.50 15.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

(注) 上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当の状況です。当社が発行する普通株式と権利関係の異なる種類株式
(非上場）の配当については、後述の「種類株式の配当の状況」をご覧ください。
　

３．平成29年３月期の連結業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 50,000 △10.7 9,000 △12.5 8,500 △1.1 28.52

通期 100,000 △9.3 19,000 △14.9 17,000 3.1 57.03
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 29年３月期１Ｑ 281,008,632株 28年３月期 281,008,632株

② 期末自己株式数 29年３月期１Ｑ 5,232,378株 28年３月期 5,616,987株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年３月期１Ｑ 275,502,569株 28年３月期１Ｑ 266,309,011株
　

　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開
示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了していません。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・四半期決算補足説明資料は、四半期決算短信に添付しております。
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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○種類株式の配当の状況

　普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりであります。

（第三種優先株式）

１株当たり配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

　28年３月期 ― 35.00 ― 35.00 70.00

　29年３月期 ―

　29年３月期(予想) 35.00 ― 35.00 70.00

　

（第１回第七種優先株式）

１株当たり配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

　28年３月期 ― 14.51 ― 15.00 29.51

　29年３月期 ― 　 　

　29年３月期(予想) 15.00 ― 15.00 30.00
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当社グループ連結業績につきましては、国債等債券売却益並びに金融派生商品収益の増加を主因として、その他

業務収益が前年同期比19億63百万円増加しましたが、貸出金利回りの低下を主因として、資金運用収益が前年同期

比13億93百万円減少し、また、株式等売却益の減少を主因として、その他経常収益が前年同期比28億58百万円減少

したことなどから、連結経常収益は前年同期比26億52百万円減少し、263億31百万円となりました。

また、営業経費が前年同期比５億14百万円増加しましたが、預金等利回りの低下を主因として資金調達費用が前

年同期比４億41百万円減少し、また、国債等債券売却損の減少を主因として、その他業務費用が前年同期比35億53

百万円減少したことなどから、連結経常費用は前年同期比30億90百万円減少して、198億40百万円となりました。

以上の結果、経常利益は前年同期比４億38百万円増加して、64億91百万円となり、特別損失並びに法人税等合計

などを計上後の親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期比６億12百万円増加して、57億11百万円となりまし

た。

（２）財政状態に関する説明

預金の当第１四半期連結会計期間末残高については、銀行業務において、個人預金・法人預金がともに増加した

ことから、前連結会計年度末比620億円増加して、４兆7,921億円となりました。

貸出金の当第１四半期連結会計期間末残高については、地元の中小企業向け貸出は増加しましたが、大・中堅企

業向け貸出並びに地方公共団体向け貸出が減少したことを主因として、前連結会計年度末比232億円減少して、３兆

7,419億円となりました。

有価証券の当第１四半期連結会計期間末残高については、銀行業務において、国債並びに地方債は減少しました

が、外国証券並びに投資信託が増加したことを主因として、前連結会計年度末比937億円増加して、１兆1,205億円

となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成28年５月11日に公表いたしました業績予想は、第２四半期連結累計期間、通期ともに変更ありません。

　

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）追加情報

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」(企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日)を当第１四

半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部

現金預け金 460,293 588,381

コールローン及び買入手形 885 942

買入金銭債権 67 150

商品有価証券 221 221

金銭の信託 27,000 29,015

有価証券 1,026,804 1,120,523

貸出金 3,765,182 3,741,949

外国為替 6,451 7,345

その他資産 63,765 73,799

有形固定資産 38,714 38,218

無形固定資産 6,123 5,679

退職給付に係る資産 13,018 12,944

繰延税金資産 14,181 11,746

支払承諾見返 14,399 14,035

貸倒引当金 △30,483 △30,926

資産の部合計 5,406,626 5,614,028

負債の部

預金 4,730,075 4,792,164

譲渡性預金 3,800 －

債券貸借取引受入担保金 211,509 270,465

借用金 86,216 165,140

外国為替 429 384

社債 55,000 55,000

その他負債 43,488 53,323

賞与引当金 1,787 660

退職給付に係る負債 741 696

役員退職慰労引当金 39 39

睡眠預金払戻損失引当金 456 456

ポイント引当金 223 225

偶発損失引当金 343 343

特別法上の引当金 0 0

繰延税金負債 110 53

支払承諾 14,399 14,035

負債の部合計 5,148,621 5,352,992

純資産の部

資本金 102,999 102,999

資本剰余金 57,361 57,369

利益剰余金 68,521 71,489

自己株式 △2,678 △2,496

株主資本合計 226,203 229,362

その他有価証券評価差額金 21,753 26,679

繰延ヘッジ損益 △144 △124

退職給付に係る調整累計額 1,927 1,883

その他の包括利益累計額合計 23,536 28,438

新株予約権 91 99

非支配株主持分 8,172 3,136

純資産の部合計 258,005 261,036

負債及び純資産の部合計 5,406,626 5,614,028
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

経常収益 28,983 26,331

資金運用収益 14,243 12,850

（うち貸出金利息） 11,537 10,778

（うち有価証券利息配当金） 2,544 1,955

役務取引等収益 5,242 4,878

その他業務収益 1,869 3,832

その他経常収益 7,627 4,769

経常費用 22,930 19,840

資金調達費用 2,076 1,635

（うち預金利息） 1,293 888

役務取引等費用 1,351 1,468

その他業務費用 4,120 567

営業経費 12,485 12,999

その他経常費用 2,895 3,168

経常利益 6,053 6,491

特別損失 13 65

固定資産処分損 13 65

金融商品取引責任準備金繰入額 0 0

税金等調整前四半期純利益 6,039 6,425

法人税、住民税及び事業税 476 615

法人税等調整額 401 85

法人税等合計 877 700

四半期純利益 5,161 5,724

非支配株主に帰属する四半期純利益 62 12

親会社株主に帰属する四半期純利益 5,099 5,711

四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

四半期純利益 5,161 5,724

その他の包括利益 △920 4,900

その他有価証券評価差額金 △724 4,924

繰延ヘッジ損益 △4 20

退職給付に係る調整額 △191 △44

四半期包括利益 4,240 10,625

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 4,178 10,613

非支配株主に係る四半期包括利益 62 11
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項ありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項ありません。

　

（重要な後発事象）

（多額の社債の期限前償還）

当社の子会社である株式会社池田泉州銀行は、平成28年７月27日開催の取締役会において、平成23年９月21日に

発行した株式会社池田泉州銀行第２回期限前償還条項付無担保社債（劣後特約付）（以下「本社債」といいます。）

について期限前償還する旨を決議いたしました。

１ 期限前償還を行う理由

本社債には、期限前償還が可能な条項（社債要項第11項）が付されており、支払利息軽減を図るため、期限

前償還することといたしました。

２ 期限前償還する銘柄

株式会社池田泉州銀行第２回期限前償還条項付無担保社債（劣後特約付）

３ 期限前償還金額

額面100円につき金100円

４ 期限前償還期日

平成28年９月21日（水）

５ 期限前償還の方法

未償還残高の全額期限前償還によります。（平成28年７月27日付未償還残高：10,000百万円）

６ 償還資金の調達方法

全額自己資金により償還いたします。

７ 償還による支払利息の減少見込額

５年間の累計額1,484百万円（概算値）

（多額の借入金の期限前弁済）

当社の子会社である株式会社池田泉州銀行は、平成28年７月27日開催の取締役会において、平成23年９月29日に

借用した劣後特約付借入金（以下「本借入金」といいます。）について期限前弁済する旨を決議いたしました。

１ 期限前弁済を行う理由

本借入金には、期限前弁済が可能な条項（劣後特約付金銭消費貸借契約証書第２条）が付されており、支払

利息軽減を図るため、期限前弁済することといたしました。

２ 期限前弁済金額

10,000百万円

３ 期限前弁済期日

平成28年９月29日（木）

４ 期限前弁済の方法

未弁済残高の全額期限前弁済によります。（平成28年７月27日付未弁済残高：10,000百万円）

５ 弁済資金の調達方法

全額自己資金により弁済いたします。

６ 弁済による支払利息の減少見込額

５年間の累計額1,659百万円（概算値）
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